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人間総合学群　人間文化学類　英語コミュニケーション専攻　専門教育科目　カリキュラムマップ

デ
ィ
プ
ロ
マ�

ポ
リ
シ
ー

全学DP 自立した現代女性にふさわ
しい教養力と人間性の養成

自己実現のためのコミュニ
ケーション力と社会性の養成

社会的責務を果たすことので
きる専門力と判断力の養成

文化の創造的担い手となるた
めの技術力と実践力の養成

専攻DP

世界の言語（英語）・社会・
文化等に関する基本的な知
識の獲得と、多様な価値観
を受容することができる豊
かな人間性の育成

社会人にふさわしい教養・
語学力・表現力とともに、
社会の一員として主体的に
活動する意欲と責任感の育
成

世界の言語（英語）・社会・
文化等に関する専門的な知
識の獲得と、様々な問題に
対する分析力・判断力の育
成

世界の言語（英語）・社会・
文化等に関する専門的な知
識を広く応用して、社会に
還元する技術力と実践力の
育成

学
修
指
針
・
学
修
到
達
度

到達度 lv4

英語および
英語圏の社
会と文化に
関する知識
を体系化し、
高度な文化
的交流を実
践すること
ができる。

世界の言語
（英語）・社
会・文化に
人間存在の
普遍性を見
出し、世界
市民として
行動するこ
とができる。

幅広い話題
について相
手の意図を
理解し、自
分の考えを
英語や日本
語で正確に
表現しなが
ら議論するこ
とができる。

自らの社会
的な使命と
責任を自覚
し、主体的
に社会的な
活動を全う
することが
できる。

専門領域の
先行研究と
関連分野の
情報を収集
し、知識を
体系化して
活用するこ
とができる。

研究領域の
先行研究を
批判的に分
析し、独自
の主張を論
理的に展開
することが
できる。

研究を日本
語や英語を
使って論理
的で説得力
の あ る レ
ポートやプ
レゼンテー
ションにまと
め、質疑応
答ができる。

問題を自ら
発見し、主
体的・計画
的な取り組
みを通して、
解決策を導
くことがで
きる。

到達度 lv3

英語および
英語圏の社
会と文化に
関する幅広
い知識があ
り、一般的
な文化的交
流を実践す
ることがで
きる。

世界の言語
（英語）・社
会・文化に
人間存在の
普遍性を見
出し、世界
市民として
の自覚を持
つことがで
きる。

一般的な話
題について
相手の意図
を 理 解 し、
自分の考え
を英語や日
本語で主張
しながら議
論すること
ができる。

自らの社会
的な使命と
責任を自覚
し、主体的
に社会的な
活動に取り
組むことが
できる。

専門領域の
先行研究と
関連分野の
情報を収集
し、知識を
整理して活
用すること
ができる。

研究領域の
先行研究を
批判的に分
析し、反証
をあげなが
ら評価する
ことができ
る。

研究を日本
語や英語を
使って論理
的で説得力
の あ る レ
ポートやプ
レゼンテー
ションにま
とめ、発表
することが
できる。

問題を自ら
発見し、主
体的・計画
的な取り組
みを通して、
解決策を考
えることが
できる。

到達度 lv2

英語および
英語圏の社
会と文化に
関する基礎
的な知識が
あり、文化的
交流の意義
を理解して、
自発的に参
加すること
ができる。

世界の言語
（英語）・社
会・文化に
人間存在の
普遍性を見
出し、世界
市民として
の規範を遵
守すること
ができる。

自分の専門
分野の話題
について相
手の意図を
理解し、自
分の考えを
英語や日本
語で述べな
がら議論す
ることがで
きる。

自らの社会
的な使命と
責任を理解
し、社会的
な活動にお
いて、役割
を全うする
ことができ
る。

専門領域の
先行研究を
中心に、様々
な情報を収
集し、整理
することが
できる。

研究領域の
先行研究を
分析し、論
理的な矛盾
点を見出し
指摘するこ
とができる。

研究や調査
を統一的な
手法で日本
語や英語を
使 っ て レ
ポートやプ
レゼンテー
ションにま
とめ、発表
することが
できる。

所与の問題
に主体的に
取 り 組 み、
様々な解決
策を検討し、
提示するこ
とができる。

到達度 lv1

英語および
英語圏の社
会と文化に
関する基礎
的な知識が
あり、文化
的交流の重
要性を理解
することが
できる。

世界の言語
（英語）・社
会・文化に
人間存在の
普遍性を見
出し、世界
市民として
の規範を理
解すること
ができる。

自分に関わ
りのある話
題について
相手の意図
を 理 解 し、
自分の考え
を英語や日
本語で述べ
ながら意見
交換するこ
とができる。

自らの社会
的な使命と
責任を理解
し、社会的
な活動にお
いて、役割
を担うこと
ができる。

専門領域の
先行研究を
中心に、様々
な方法を活
用して情報
を収集する
ことができ
る。

研究領域の
先行研究を
分析し、主
張の正当性
を冷静に評
価すること
ができる。

研究に関す
る情報を収
集し、日本
語や英語を
使って統一
的な手法で
レポートや
プ レ ゼ ン
テーションに
まとめること
ができる。

所与の問題
に取り組み、
様々な解決
策を網羅的
に検討する
ことができ
る。

学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

基
本
科
目

2 English�Workshop�Ⅰ ◎ △ ○
2 English�Workshop�Ⅱ ◎ △ ○
3 English�Workshop�Ⅲ ◎ △ ○
3 English�Workshop�Ⅳ ◎ △ ○
2 Academic�Reading�Ⅰ ◎ ○ △
2 Academic�Reading�Ⅱ ◎ ○ △
2 Academic�Reading�Ⅲ ◎ ○ △
2 Academic�Reading�Ⅳ ◎ ○ △
2 Academic�Speaking�Ⅰ ◎ △ △ ○
2 Academic�Speaking�Ⅱ ◎ △ △ ○
3 Academic�Speaking�Ⅲ ◎ △ △ ○
3 Academic�Speaking�Ⅳ ◎ △ △ ○

2 ライティング・
使える英作文Ⅰ ○ △ ◎ ○

2 ライティング ･
使える英作文Ⅱ ○ △ ◎ ○

3 Academic�Writing Ⅰ ○ △ ◎
3 Academic�Writing Ⅱ ○ △ ◎
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学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

主
幹
科
目

2 英語コミュニケー
ション専攻研究A ◎ ○ ◎ △

2 英語コミュニケー
ション専攻研究B ◎ ○ ◎ △

2 英語コミュニケー
ション専攻研究C ◎ ○ ◎ △

2 英語コミュニケー
ション専攻研究D ◎ ○ ◎ △

2 英語コミュニケー
ション専攻研究E ◎ ○ ◎ △

2 英語コミュニケー
ション専攻研究F ◎ ○ ◎ △

2 英語コミュニケー
ション専攻研究G ◎ ○ ◎ △

2 英語コミュニケー
ション専攻研究H ◎ ○ ◎ △

2 イギリス文学Ⅰ ◎ △ ○
2 イギリス文学Ⅱ ◎ △ ○
2 アメリカ文学Ⅰ ◎ △ ○
2 アメリカ文学Ⅱ ◎ △ ○
2 英語学概論Ⅰ ◎ ○ △
2 英語学概論Ⅱ ◎ ○ △
2 英語教育学概論Ⅰ ◎ ○ △
2 英語教育学概論Ⅱ ◎ ○ △

2 アメリカの文化と
歴史Ⅰ ◎ ○ △

2 アメリカの文化と
Ⅱ ◎ ○ △

2 異文化理解Ⅰ ◎ ○ △
2 異文化理解Ⅱ ◎ ○ △
1 時事英語Ⅰ ◎ △ ○
1 時事英語Ⅱ ◎ △ ○
2 英語音声学Ⅰ ◎ ○ △
2 英語音声学Ⅱ ◎ ○ △
1 映画の英語Ⅰ △ ◎ ○
1 映画の英語Ⅱ △ ◎ ○
2 ことばの世界Ⅰ ○ △ ○ ◎
2 ことばの世界Ⅱ ○ △ ○ ◎
2 英語圏文化Ⅰ ◎ ○ △ ○
2 英語圏文化Ⅱ ◎ ○ △ ○
2 国際法Ⅰ ◎ ○ △
2 国際法Ⅱ ◎ ○ △

2 キャリア・
イングリッシュⅠ ○ △ ◎

2 キャリア・
イングリッシュⅡ ○ △ ◎

3 キャリア・
イングリッシュⅢ ○ △ ◎

3 キャリア・
イングリッシュⅣ ○ △ ◎

2 通訳・ガイドⅠ ◎ ○ ○ △
2 通訳・ガイドⅡ ◎ ○ ○ △
2 日本紹介の英語 ○ ◎ △
2 ボランティア英語 ◎ △ ○
2 Japan�Studies Ⅰ ◎ ○ △
2 Japan�Studies Ⅱ ◎ ○ △
2 海外留学準備 ◎ △ ○
2 ６か月留学 ◎ △ ○
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学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

専
門
ゼ
ミ
科
目

3 英語コミュニケー
ションゼミⅠ ○ ◎ ○ △

3 英語コミュニケー
ションゼミⅡ ○ ◎ ○ △

4 英語コミュニケー
ションゼミⅢ ○ ◎ ○ △

4 英語コミュニケー
ションゼミⅣ ○ ◎ ○ △

4 卒業論文

学
類
共
通
科
目
・
実
習
科
目

3･4 日本文化実習 ◎ 〇 △ ◎
3･4 仏教文化実習 ◎ 〇 △ ◎
3･4 日本文化研修 ◎ 〇 △ ◎
2･3 身体文化実習Ⅰ △ ○ ◎
2･3 身体文化実習Ⅱ △ ○ ◎

2･3 プレゼンテーション
実習 △ △ ◎ ○

2 グラマー・使える
英文法Ⅰ ○ △ ◎ ○

2 グラマー・使える
英文法Ⅱ ○ △ ◎ ○
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